




1.研究目的 

 産科単科の診療所もしくは病院における分娩が全分娩の約半数を占めるという特異な医

療体制にある我国においては、新生児医療情報システムの確立は必須であり、その中心と

なる NICU の役割はきわめて大きい。 

 NICU にあっては、従来の医療体制がハイリスク児の移送されてくるのを持ち受ける受動

的医療であったが、最近ではハイリスク児の搬送、更らには分娩立ち合いによる出生直後

からの医療へと積極的な救命活動をめざすようになった。 

 従って新生児医療情報システムの運用にあっては、分娩立ち合いや搬送などの積極的な

救命活動を如何にうまく組み入れるかが重要な問題となる。 

 そこで本研究においては、新生児医療情報システムの運用上の問題点を明らかにし、今

後の改善に資する目的で、システムの中心機関となっている NICU における搬送や分娩立ち

合いなどの積極的救命活動の実態を調査した。 


